
教育の質保証（イメージ）

上記を支える教職員への研修（FD・SD） 上記を支える情報収集・分析（IR）

①建学の精神に基づき、社会が求める「育成する人材像（DP）」が設定されている。
②学生が授業や課外活動を通じて成長し卒業時にDPを満たしていることを説明（証明）できる。

③全卒業生が希望の就職先・進路についている。
④標準修業年限卒業率が高い。

＜目指すべき姿＞

＜目指すべき姿に向けた取組＞

①企業等へのヒアリング、経団連調査、今後の社会変化（SDGs、Society5.0など）を踏
まえ、建学の精神に基づくDPを設定 ＜現DPの評価、必要に応じて見直し＞

②卒業時のDP達成度100% ③就職率95%（卒業生分母） ④標準修業年限卒業率83%

＜学修成果・教育成果の可視化＞
・ルーブリックに基づく学生の自己評価
-入学時、1・2・3年終了時、卒業時
・成績に基づく6つの能力要素の可視化
-学修ポートフォリオ（レーダーチャート）

＜意欲的な学修を促す教育＞
・左記のDoにあたる各種取組
＜各種フォロー・サポート＞
・成績不振者への対応
・出席不良者への対応
・履修登録不備者への対応
・入学前教育、新入生オリエンテー
ション、初年次教育などによる大学
生活へのスムーズな移行
など

・キャリア支援センターに
よる就職支援

適切な入学者選抜
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＜学位プログラムレベルのPDCA＞
＜授業科目レベルのPDCA＞
・シラバス、授業評価アンケートなど

・各学部による就職支援

＜Doにあたる各種取組＞
・体系的なカリキュラムと
それを支える個々の授業科目
・正課内外の各取組（以下、第2期）
-成績優秀者、学習意欲の高い
学生向けプログラム
-ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ推進
-学修基礎力の育成 など

※就職率はキャリア支援センターの算出方法による。


